
【令和４年度取組状況等】

＜令和４年度取組状況＞

※令和４年度の実績については、長崎・佐世保若者サポートステーションの1月末時点の合計実績
になります。

目 標

就業を希望しながら、様々な事情により求職活動をしていない長期無業の状態にある方に
ついては、働くことや社会参加を促す中で本人に合った形で支援を行う必要があることか
ら、地域若者サポートステーション（以下「サポステ」という。）を中心に関係機関が連
携し、職業的自立支援につなげることを目標とする。

「ながさき就職氷河期世代活躍支援プラン」に関する取組状況

取 組 年 度 令和４年度

支 援 対 象 者 （２）長期にわたり無業の状態にある方

進捗率

サポステの支援により就労等につながった割合 29.6% 84.6%

ＫＰＩ項目 目標値

サポステの支援により就労等につながった割合 35%

サポステレベルが上がった方のレベル数 300レベル

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績

ＫＰＩ項目 実績累計

【長崎若者サポートステーション】

31.0% 31.0% 27.5%

25レベル 37レベル 30レベル

サポステレベルが上がった方のレベル数 92レベル 30.7%

長崎サポステでは、氷河期世代の様々なニーズに応えるべく、面談だけでなく、

巡回相談会の実施と、グループワークの実施に力を入れている。

とくに島原半島地域は、地域的な問題（人口が少なく、家庭同士の距離が近い）こともあり、

氷河期世代で就労できていないことを隠す傾向があり、地元で相談をする意欲が低いことからか。

巡回相談会に8050問題を抱えそうな重いケースが多い。

グループワークは、氷河期世代向けの自主企画型のグループワークを開催し、

一定の来所や成果を出しているが、氷河期世代向けのグループワークには氷河期世代の利用者が少なく、

逆に、従来のサポステの方向けのグループワークに氷河期世代の方が参加するなど、

ニーズにマッチできていないところが課題である。

氷河期世代と一言で言っても、8050問題、ひきこもり、ニート、望まない非正規労働 等と、

困難さは多種多様であることからこのようなことが起こると考えている。

今後もそうした多様なニーズに対応し、個々にあわせた支援を実施していきたい。

参考：

巡回相談について、諫早 ３回／月、大村 4回／月、島原 1回／月
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